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会社概要（2013 年 3 月 31 日現在）

名称    ｜ 東京海上ホールディングス株式会社

代表者 ｜ 取締役社長 隅 修三

所在地 ｜ 東京都千代田区丸の内 1- 2 - 1  東京海上日動ビル新館

設立日 ｜ 2002 年 4 月 2 日

資本金    ｜ 1,500 億円

事業概要 ｜ 国内損害保険事業、国内生命保険事業、

　　　　　  海外保険事業、金融・一般事業

従業員数 ｜ 33,006 名（国内損保 20,159 名、国内生保 2,284 名、　

　　　　　  海外保険 9,075 名、金融・一般 1,488 名）

3 い き い き と 働 く 。

ダイバーシティ

シニア・グローバルリーダー研修

4 本 業 の 、 そ の 先 。

マングローブ植林活動

スペシャルオリンピックス支援

海外の地域・社会貢献活動
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損害サービス

生命保険

マイクロ・インシュアランス

2 人 を 思 う 。

文中の所属・役職・肩書きなどは 2013 年 6 月現在のものです。

マングローブとは、熱帯・亜熱帯地方の海岸線や

河口域に生い茂る植物群の総称で、マングローブ

と呼ばれる植物は、時に 100 種類以上ともいわれ

ています。アフリカや中南米、アジア、南太平洋、

そして国内では沖縄県内や鹿児島県内にも分布し

ています。表紙の白く可憐な花はミソハギ科のミ

ズガンピ。伐採などでマングローブの森が減少し

ている中、東京海上日動では地球温暖化防止、生

態系保全など、そのさまざまな効果に注目し、ア

ジアを中心に植林活動を行っています（P.26）。

〈表紙の花〉マングローブ

社　会　を　支　え　る　。

1
見
え
な
い
“
も
し
も
”
を

し
っ
か
り
と
支
え
ま
す
。

安
心
で
安
全
な
明
日
の
た
め
に
。
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海 外で盗 難に！
どこに連 絡すればいい？

8

この地 域で
メガソーラーを造りたい。

どんなリスクがある？

7

ご契 約のしおり（ 約 款 ）を
We b 化したら

どんないいことがあるの？

5

お店が地 震で休 業 状 態に。
どうしよう……

4

夜 中に子どもが発 熱 。
近くに病 院はあるかしら?

3

車いすのお客 様がご来 店 。
安 心してお買い物いただくために……

1

工 場が火 災に！
早く復 旧したい……

2

1 日だけ車に乗りたい。
でもちょっと不 安 ……

社 会 のさまざまな場 面で 、

安 心をお 届けしています。

自
然
災
害
の
増
加
、
少
子
高
齢
化
、
情
報

技
術
の
進
展
、
多
様
化
す
る
価
値
観

—
。

私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
は
、
常
に
変
化
し
て

い
ま
す
。

た
ま
に
運
転
す
る
そ
の
日
だ
け
、
自
動
車

保
険
に
入
り
た
い
。
災
害
に
遭
っ
た
工
場
の

操
業
を
早
く
再
開
し
た
い
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

を
設
置
す
る
際
の
リ
ス
ク
は
…
…
？

お
客
様
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、

そ
し
て
、
社
会
の
潜
在
的
な
リ
ス
ク
を
予
測

し
、
保
険
を
通
し
て
安
心
と
安
全
を
提
供
す

る
こ
と
。
そ
れ
が
、
社
会
に
お
け
る
東
京
海
上

グ
ル
ー
プ
の
大
切
な
役
割
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
イ
ラ
ス
ト
の
各
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
は

　

P
6
〜
7
を
ご
覧
く
だ
さ
い

45

社 会 を 支 え る 活 動
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心 配を安 心に変え

暮らしと社 会を支える

東 京 海 上グループの

商 品・サービス

社 会 を 支 え る 活 動

事業所や工場の建物、機械・電気設備などが火災や自

然災害で罹災した場合、新品交換ではなく修復するこ

とで操業再開までの時間が短縮されます。東京海上グ

ループは世界最大級の災害復旧専門会社ベルフォア社

と提携し、高度な技術とノウハウで企業の災害復旧を

支援しています。

事業の早期再開を支援

災 害 早 期 復 旧サービス

企　業

1

企　業

8

2012 年7月からの「太陽光発電・全量固定価格買い取り

制度」の導入でメガソーラー（大規模な太陽光発電装

置）の建設計画が急増する中、ビジネスを取り巻くリ

スクに対応したプログラムを提供。設置場所の土壌汚

染調査、工事中の第三者への賠償責任、納期遅れによ

る損害、稼働後の自然災害による損害など、さまざま

なリスクに対応しながら普及をサポートします。

設置から稼働後もサポート 

メガソーラー・パッケージ・プログラム

家族や友人の車を借りて運転する時の事故を補償す

る自動車保険。「運転する人」が対象で、保険料は 1 日

500円から。1 日単位で必要な日数分だけを携帯電話や

スマートフォンからいつでも手軽にお申し込みいただ

けます。東京海上日動では「ちょいのり保険」の普及

を通じて、無保険運転事故の縮減に貢献します。

個　人

2

1 日単位で申し込める自動車保険

ちょいのり保 険

個　人

6

充実のサポートで「困った」を解決

海 外 旅 行 保 険
海 外 総 合サポートデスク

東京海上日動の海外旅行保険は、付帯のサポートが充

実。「ケガ・病気の際のアシスタンスサービス」では、

最寄りの病院やキャッシュレス提携病院の案内・予約、

医療機関への支払い保障、ケガ人・病人の移送の手配

など幅広くサポートし、「緊急医療相談サービス」で

は、急病やケガの対処法を専門家が電話でアドバイス。

「トラベルプロテクト」では、財布が盗まれた時の現

金の手配、「買い物中に誤って商品を壊してしまった」

といったトラブル時の通訳サービスも行っています。

世界中のどこからでも日本（東京）のサポートデスク

が 24 時間年中無休、日本語でお応えします。

個　人

7

未来に森を贈ります

「 G r e e n  G i f t 」プロジェクト

保険のお申し込みの際、「ご契約のしおり（約款）」を

冊子ではなく、ホームページで閲覧していただく（Web

約款）方法を選択いただいた場

合、新規ご契約1件につき、マ

ングローブ2本の植林に相当す

る金額を、植林を行うNGOに

寄付。地球環境保護、環境負荷

軽減に取り組んでいます。

中堅・中小企業のお客様が個別に手配されている火災

保険・賠償責任保険をはじめ、財物、休業損害、労災

事故などの事業活動に伴うさまざまなリスクをまとめ

て補償する「超ビジネス保険」を、2013 年 1 月に全面刷

新。大規模地震発生時の事業中断による休業損害を補

償する特約を新設いたしました。事業所が所在する地

域で震度 6 強以上の地震が発生し、建物・設備の損壊、

電気・ガス・水道などの供給の中断、原材料の入手や商

品の出荷が行えないなどの事象になり、事業活動が完

全に休止した際に生じた休業損失に対し、損害保険金

をお支払いします。

地震による休業損失も補償

超ビジネス保 険
地 震 休 業 補 償 特 約

企　業

5

東京海上日動、あんしん生命などでは、ご契約者とその

ご家族の健康を24時間365日、お電話を通じて無料でサ

ポート。突然のケガや病気など緊急時の対処方法をは

じめ、夜間・休日、旅先など状況や症状に応じて受診可

能な医療機関を全国45万件のデータベースからご案内。

コールセンターには経験豊富な救急専門医や看護師な

ど高い専門性を持つ医療従事者が常駐し、30以上の診

療分野ごとに相談が可能です。入院時の転院・移送もお

手伝い。メディカルアシストを通じ、救急対応、医師不

足など社会問題化する医療問題に応えていきます。

個　人

4

突然のケガや病気をサポート

メディカルアシスト

介
助
専
門
士
と
は
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

お
も
て
な
し
の
心
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

超
高
齢
社
会
が
進
む
一
方
、
介
助
の
知
識
を
得
る

機
会
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
あ
る
お
店
に
車

い
す
の
お
客
様
が
来
訪
さ
れ
た
時
の
介
助
は
、
多
く

が
自
己
流
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
善
意
の
対

応
が
事
故
や
ケ
ガ
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

「
介
助
専
門
士
」
資
格
者
養
成
講
習
で
は
、
2
日
を

か
け
て
講
義
と
実
技
、
検
定
試
験
を
行
い
ま
す
。
介

助
の
基
礎
知
識
、
車
い
す
の
介
助
や
視
聴
覚
障
が
い

を
持
つ
方
へ
の
対
応
、
手
話
や
点
字
な
ど
を
、
受
講

生
の
業
種
に
合
わ
せ
て
実
践
的
な
内
容
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
視
界
が
限
定
さ
れ
る
ゴ
ー
グ
ル
を
か
け
る

な
ど
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
身
体
感
覚
の

疑
似
体
験
も
特
徴
で
す
。
２
０
１
２
年
に
は
全
国
で

約
70
回
の
講
習
を
行
い
、
自
動
車
販
売
店
や
金
融
機

関
な
ど
で
接
客
に
関
わ
る
約
1
0
0
0
人
の
方
が
資

格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

介
助
の
知
識
と
技
術
に
加
え
、
心
得
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
、
相
手
の
立
場
を
よ
り
深
く
知
り
、
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
す
べ
て
に
必
要
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
す
。
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社

会
作
り
の
一
助
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

少子高齢化により多くの企業でお客様に占める

高齢者の割合が増えています。訪問介護事業な

どを手がける東京海上日動ベターライフサービ

スでは、NPO法人日本介助専門員推進協会と

提携し、企業向けに「介助専門士」資格者養成

講習を展開。資格取得を通して、高齢者や障が

いのあるお客様の立場に立って販売・接客がで

きる人材の育成を支援しています。

ホスピタリティあふれる人材を育成

「 介 助 専 門 士 」資 格 取 得 支 援

企　業

3

長谷川 治
東京海上日動ベターライフサービス

営業部 課長

（介助専門士インストラクター）

手話で「こんにちは」。
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ぼ う さ い 授 業

「
登
下
校
中
に
地
震
が
起
き
た
ら
ど
う
す
る
？
」

講
師
の
問
い
か
け
に
、「
塀
か
ら
離
れ
る
！
」「
ラ

ン
ド
セ
ル
で
頭
を
守
る
！
」
と
、
教
室
の
あ
ち
こ
ち

か
ら
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
3
月
某
日
。
東
京
都
豊
島
区
立
豊
成

小
学
校
の
5
年
生
約
50
名
に
向
け
て
、
東
京
海
上
グ

ル
ー
プ
の
社
員
、
代
理
店
に
よ
る
「
ぼ
う
さ
い
授
業
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
後
、
私
た
ち
は
保
険
金
の
お
支
払

い
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
災
害
対
応
強
化
の
支
援
、

産
学
連
携
に
よ
る
地
震
・
津
波
リ
ス
ク
研
究
、
社
員

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、「
本
業
で
培
っ

た
経
験
や
知
識
を
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
生
か
せ
な

い
か
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
有
志
の
社
員
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
始
め
た
の
が
ぼ
う
さ
い
授
業
で
す
。

社
員
や
代
理
店
が
講
師
を
務
め
、
教
材
も
手
作
り
の

出
前
授
業
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
学
ん
だ
防

災
の
話
を
家
族
と
す
る
こ
と
で
、
大
人
に
も
防
災
意

識
が
広
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
で
は
、
２
０
０
５
年
か
ら
地

球
環
境
保
護
に
つ
い
て
学
ぶ
「
み
ど
り
の
授
業
〜
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
物
語
」
を
、
全
国
の
小
学
校
・
特
別
支

援
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
延
べ
１
８

０
０
名
以
上
の
社
員
が
講
師
を
担
当
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
ぼ
う
さ
い
授
業
も
、
グ

ル
ー
プ
全
体
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
広
げ
て
い
ま

す
。
２
０
１
１
年
に
試
行
的
に
始
め
て
以
来
、
今
年

の
３
月
ま
で
に
約
１
０
０
名
の
社
員
が
36
校
約
２
４

０
０
名
の
小
学
生
に
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

授
業
で
は
、
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
地
震
が
起
き

た
時
の
行
動
、
非
常
袋
の
備
え
な
ど
に
つ
い
て
、
ク

イ
ズ
や
動
画
を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

ま
す
。
冒
頭
の
豊
成
小
学
校
・
原
田
宏
之
教
諭
か
ら

は
、
こ
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
民
間
企
業
の
授
業
を
採
用
す
る
決
め
手
は
、
そ
の

分
野
の
プ
ロ
と
し
て
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、
学

校
教
育
で
は
な
か
な
か
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
提
供

し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
実
際
に
被
災
地
の
現
場

や
状
況
を
よ
く
ご
存
じ
で
あ
る
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
の
授
業
は
説
得
力
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
学
び
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

参
加
し
た
社
員
や
代
理
店
か
ら
は
、「
仕
事
と
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
再
認
識
で
き
た
」
と
い
う
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
心
と
安
全
を
提
供

し
、
豊
か
な
社
会
と
経
済
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と

は
、
保
険
と
い
う
本
業
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
防
災
の
啓
発
、
社
会
貢
献
に
お
い
て
も
、
私
た

ち
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

本
業
の
先
の
社
会
貢
献
と
し
て

社
員
が
始
め
た
「
ぼ
う
さ
い
授
業
」
。

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
、

社
会
を
守
る
た
め
に
。

ぼ う さ い 授 業

＊ 2009 年の世界陸上競技選手権ベルリン大会男子 100m で世界新記録を出した時の最高速度約 44km/h（ドイツ陸上競技連盟調べ）

「津波が陸上選手のウサイン・ボルトよりも速い
＊

ことがあるなんて！」「動画を見て地震の怖さが分かった」

「家族と避難場所を確認したい」など、子どもたちから多くの感想が寄せられました。



ぼ う さ い 授 業

1 0

社員手 作りの教 材を使い、
楽しく学べる授 業を目指します。

あしたの笑 顔のために
〜 防 災・減 災 情 報サイト〜

1　なぜ地震は起こるの？

地球の構造や、プレートがぶつかり地震や津波が

発生する仕組みをイラストで説明します。

2　地震が起こるとどうなるの？

物が落下するなど直接的な被害だけでなく、イン

フラが影響を受ける仕組みなどを説明します。

3　地震の時、どうすればいい？

学校や自宅で1人の時に地震に遭った場合にどうす

ればよいか、クイズ形式で考えてもらいます。

ぼうさい授業では、代表的な災害である地震・津波

をテーマに、スライド、動画、実験やクイズを交

えながら分かりやすく解 説しています。

東京海上日動では東日本大震災の教訓を踏まえ、「多くの方

が防災・減災の知識を身につけ、考えるきっかけに」との思

いから、Webサイトを開設しました。自然災害の発生メカ

ニズムや災害が起こった時の行動、事前に備えておくべき

ことなどを、ご家族で楽しみながら学べるサイトです。

http://www.tokiomarine-nichido.co.jp/protect/egao/

（監修：東北大学災害科学国際研究所寄附研究部門）

　東日本大震災以降、ボランティアなど私にもお

手伝いできることはないかと思いながらも、きっ

かけがつかめずもやもやと過ごしていたところ、

ぼうさい授業の講師募集を知りました。ささやか

ながら社会の防災意識を高めるお手伝いができる

だけでなく、自分にとっても勉強になること、また、

1〜2コマの授業をグループで担当するということ

で無理なく挑戦できそうだと思い、参加を決めま

した。

　すでに小学校でも防災教育が行われていること

もあり、正しい知識を持つ生徒が多く、感心しま

した。それでも、終了後のアンケートには「知らな

いことがあった」「知っているつもりだったが正し

く理解できていなかった」などのコメントもあり、

防災について繰り返し学び、考えることの必要性

を感じました。正しい知識を身につけ、日ごろか

ら防災意識を高めてもらうことが、いざという時

の正しい判断につながります。今回の授業が、少

しでもお役に立てばうれしく思います。

　ぼうさい授業を通して、改めて社会における損

害保険会社の役割、使命を強く意識しました。自

分自身の防災意識を高め、本業に生かすためにも、

またぜひ、参加したいと思います。

損 害 保 険 会 社の役 割を実 感 。
社員としての決 意も新たに。 

土谷 友里
東京海上日動火災保険

資産運用第一部 主事

〈授業例〉

人　を　思　う　。

2
お
客
様
を
思
い
、
守
る
こ
と
。

そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
出
会
う

お
客
様
を
も
守
る
こ
と
。

地震地震地震地震・・・・津波津波津波津波がががが起起起起こるこるこるこる仕組仕組仕組仕組みみみみ

地震発生地震発生地震発生地震発生！！！！

跳跳跳跳ねねねね上上上上がりがりがりがり

津波発生津波発生津波発生津波発生！！！！
揺揺揺揺れによるれによるれによるれによる
被害被害被害被害

①急いで家の外に出る
②コンロの火を消す
③机の下に隠れる

家にいる時に大地震が起こったら？
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損 害 サ ー ビ ス

心 からお 客 様を思うこと。
―社員が思いを共 有する小 冊 子『こころから。』

「
大
丈
夫
で
す
よ
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
」

事
故
に
遭
わ
れ
た
お
客
様
に
お
伝
え
す
る

言
葉
で
す
。

お
客
様
に
と
っ
て
は
、
一
生
に
一
度
、
あ

る
か
な
い
か
の
事
故
。
不
安
を
抱
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
に
一
刻
も
早
く
安
心
を
お
届

け
す
る
た
め
、
東
京

海
上
グ
ル
ー
プ
で
は

代
理
店
と
損
害
サ
ー

ビ
ス
部
門
の
担
当
者

を
中
心
に
、
高
い
専

門
性
を
持
つ
弁
護
士

や
医
師
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
エ
キ
ス
パ
ー

ト
が
〝
チ
ー
ム
〟
と

し
て
お
客
様
を
支
え

る
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。

一
人
の
人
間
と
し

て
、
お
客
様
の
支
え

と
な
る
こ
と
。
お
客

様
が
抱
え
て
い
る
思

い
や
問
題
を
い
ち
早

く
く
み
と
り
、
事
故
対
応
の
プ
ロ
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
お
客
様
を
お
支
え
す

る
こ
と
。
そ
れ
が
損
害
サ
ー
ビ
ス
の
本
質
で

あ
り
、
私
た
ち
の
役
割
で
す
。

役
割
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の

担
当
者
が
お
客
様
の
立
場
に
立
っ
て
、
そ
の

思
い
を
感
じ
、
考
え
な
が
ら
、
専
門
性
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
ど
れ
だ
け
お
客
様
の

思
い
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
い
つ
の
間

に
か
、
知
っ
て
い
る
つ
も
り
に
な
っ
て
い
な

い
だ
ろ
う
か

︱
。

「
お
客
様
を
思
う
」
と
い
う
損
害
サ
ー
ビ
ス

の
原
点
に
立
ち
戻
り
、
私
た
ち
が
大
切
に
し

た
い
思
い
や
価
値
観
を
ま
と
め
た
も
の
が
小

冊
子
『
こ
こ
ろ
か
ら
。
』
で
す
。
新
入
社
員
を

含
め
、
損
害
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
す
べ
て
の

担
当
者
に
配
布
し
、
共
通
す
る
思
い
や
専
門

性
の
追
求
、
献
身
、
仲
間
と
の
調
和
と
い
っ

た
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
価
値
観
を
共
有

し
て
い
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」

こ
の
言
葉
を
い
た
だ
け
る
こ
と
が
、
私
た

ち
に
と
っ
て
の
宝
物
で
す
。

お
客
様
に
ご
安
心
い
た
だ
く
た
め
に
、

『
こ
こ
ろ
か
ら
。
』
の
思
い
を
胸
に
刻
み
な
が

ら
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
「
人
を
思
う
。
」
心

を
育
て
、
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で

あ
る
損
害
サ
ー
ビ
ス
の
意
義
や
誇
り
を
受
け

継
い
で
い
き
ま
す
。

『
こ
こ
ろ
か
ら
。
』
に
は
、
少
し
気
恥
ず
か
し
く
な

る
よ
う
な
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
言
葉

も
ま
っ
す
ぐ
に
「
大
切
だ
」
と
言
え
る
、
そ
れ
だ
け

社
会
に
対
し
て
誠
実
な
と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
の
会
社

の
い
い
と
こ
ろ
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

「
困
っ
て
い
る
人
を
お
助
け
す
る
こ
と
」

こ
れ
は
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
の
、
そ
し
て
損
害
保

険
の
役
割
で
あ
り
、
使
命
で
す
。

事
故
に
遭
わ
れ
た
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
え

て
い
ま
す
。
お
客
様
の
立
場
に
立
っ
て
そ
の
思
い
を

感
じ
、
お
客
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら
誠
実
に
対
応
し
、

期
待
さ
れ
る
役
割
を
果
た
す
。
そ
れ
は
、
人
と
し
て

の
引
き
出
し
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
お
客
様
に
心

か
ら
「
お
願
い
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
私
自
身
の
人
間
力
を
高
め
な
が
ら
、

日
々
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
社
以
来
、
損
害
サ
ー
ビ
ス
業
務
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、
忘
れ
ら
れ
な
い
で
き
ご
と

ば
か
り
で
す
。
新
人
の
こ
ろ
、
バ
イ
ク
事
故
で
重
傷

を
負
わ
れ
た
方
を
、
ご
家
族
と
一
緒
に
な
っ
て
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
。
赴
任
先
で
局
地

的
な
竜
巻
が
起
こ
り
、
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
な

が
ら
も
、
保
険
金
の
お
支
払
い
の
た
め
に
奔
走
す
る

う
ち
に
町
が
た
く
ま
し
く
復
興
し
た
こ
と
。
そ
し

て
、
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
…
…
。

こ
の
仕
事
は
ま
さ
に
最
前
線
で
、
お
客
様
の
声
を

お
聞
き
す
る
立
場
で
も
あ
り
ま
す
。
難
し
い
局
面
や

交
渉
を
乗
り
越
え
た
先
に
い
た
だ
い
た
、
お
客
様
か

ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
。
そ
れ
は
、
何

物
に
も
代
え
が
た
い
言
葉
で
す
。

小
冊
子
『
こ
こ
ろ
か
ら
。
』
は
、
い
つ
も
鞄
に
入
れ

て
い
ま
す
。
た
ま
に
開
く
と
、
そ
こ
に
つ
づ
ら
れ
て

い
る
思
い
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
そ
の
時
々
の
自
分
に

響
き
ま
す
。

「
上
司
が
子
ど
も
に
『
お
父
さ
ん
の
仕
事
は
人
助
け

だ
よ
』
と
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
な
ん
だ
か
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
」

あ
る
時
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
こ
の
文
章
が
目
に

留
ま
り
ま
し
た
。
私
も
子
ど
も
を
持
つ
身
と
し
て
、

同
じ
よ
う
に
胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ
う
な
仕
事
を

し
た
い
と
、
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

いつも持ち歩いている冊子。「仕

事で迷いが生じた時に、損害サー

ビスの原点を再確認できます」

損 害サービスの使 命は
保 険のプロとして、

「 困っている人をお助けする」こと。

東京海上日動火災保険　　東京自動車損害サービス部

課長代理

小 林  良 平

『
こ
こ
ろ
か
ら
。』

損
害
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
数
千
人
の
社
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
語
版
に
加
え
て
、

現
在
は
英
語
版
、
中
国
語
版
も
あ
り
、
世
界
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の

担
当
者
に
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。
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マ イ ク ロ ・ イ ン シ ュ ア ラ ン ス

 インドの 農 家 のために、

現 地 のリスクに対 応 する

 保 険を提 供しています。

2004年から提供を開始した天候保険は、インド

の現地気象局から気象情報データが直接当社に

報告される仕組みとなっており、当社がご加入者

（農家）に対して、保険金の請求から保険金支払い

までを行うことから、「円滑で分かりやすい仕組

み」として、高く評価をいただいています。

また、2008年から開始した損害保険では、イン

ド各地域の農業協同組合や銀行と提携し、店頭に

設置したポスターやリーフレットを通じて消費者

教育や認知徹底に努めてきました。最近ではSMS

（ショートメッセージサービス）も活用し、商品に

関する情報を発信しています。

ある日雇い労働者の父親は、子どもが病気にな

り入院する事態となりましたが、低所得者向けの

医療保険（Rashtriya Swasthya Bima Yojna）にご

加入いただいていたことから、医療費・入院費に

かかる保険金の支払いを受けることができました。

この父親から、「保険がなければ、私の息子の一生

を台無しにしていた」と感謝のメッセージが届い

たことは、とても印象に残っています。

私たちは、「もっと保険を知ってもらい、より利

用者が増えることで、人を、国を支えることに貢

献したい」と思います。質の高い商品・サービスを

作りあげるためのノウハウ、企業との関係、リス

クアプローチなど、東京海上グループには私たち

が学ぶことが非常に多くあります。その思いや姿

勢を受け継ぎながら、農家のニーズに合わせた保

険商品の開発と普及に努めていきます。

IFFCO-TOKIO

General Insurance Co. Ltd. 

Head (Rural and Co-operatives)

K . G o p i n a t h

本当に必要とされている保険は、
人を、国を支える保険。

イ
ン
ド
で
は
、
就
業
人
口
の
約
50
％
が
農

家
と
い
わ
れ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
14
％
を
占
め
る

農
業
は
同
国
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
産
業
で

す
。
ま
た
、
全
世
帯
の
約
20
％
を
低
所
得
者

（
年
収
約
13
万
円
以
下
）
が
占
め
、
そ
の
多
く

が
小
規
模
で
営
む
農
家
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
灌か

ん
が
い漑

が
普
及
し
て
い
る
地
域

は
い
ま
だ
3
割
に
満
た
ず
、
農
業
用
水
の
ほ

と
ん
ど
を
雨
水
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、
干
ば

つ
に
よ
る
降
雨
量
の
減
少
や
多
雨
で
農
業
生

産
量
が
減
少
す
る
と
、
農
家
が
深
刻
な
経
済

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
は
、
２
０
０
1
年
に

イ
ン
ド
最
大
の
肥
料
公
社
で
あ
る
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｃ

Ｏ
と
合
弁
で
損
害
保
険
会
社
I
F
F
C
O− 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ＊

を
設
立
し
、
自
動
車
保
険
・
火
災

保
険
な
ど
の
提
供
を
開
始
。
イ
ン
ド
の
農
家

の
方
々
の
生
活
の
不
安
を
、
保
険
の
仕
組
み

で
解
消
で
き
な
い
か
と
い
う
課
題
と
向
き
合

い
、
天
候
保
険
や
マ
イ
ク
ロ
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ

ン
ス
（
低
価
格
で
加
入
で
き
る
保
険
）
の
開
発

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
か
ら
イ
ン
ド
の
農
村
地
域
に

お
い
て
、 

肥
料
に
付
帯
し
た
低
価
格
（
年
間
1

ル
ピ
ー
＝
約
2
円
）
で
加
入
で
き
る
傷
害
保

険
（S

a
n
k
a
th

a
ra

n

 B
im

a

 Y
o
jn

a

）
や
、 

年
間

1
0
0
ル
ピ
ー
（
約
2
0
0
円
）
で
加
入
で
き

る
財
産
保
険
（J

a
n
ta

 B
im

a

 Y
o
jn

a

）
、
農
村

地
域
の
女
性
向
け
傷
害
保
険
（M

a
h

i
l
a

 

S
u

r
a
k

s
h

a

 B
im

a

 Y
o
jn

a

）
な
ど
の
マ
イ
ク

ロ
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
を
販
売
し
て
き
ま

し
た
。
２
０
１
１
年
か
ら
は
、
低
所
得
者
向
け

の
医
療
保
険
（R

a
s
h
tr

iy
a

 S
w

a
s
th

y
a

 B
im

a

 

Y
o
jn

a

）
を
販
売
し
、
約
１
２
４
万
世
帯
の
農

村
の
方
々
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
モ
ン
ス
ー
ン
期
（
6
〜
9
月
の
雨
期
）

や
ラ
ビ
期
（
10
〜
4
月
の
乾
期
）
の
天
候
不
順

に
よ
る
農
村
地
域
の
穀
物
収
穫
高
へ
の
影
響

を
考
慮
し
た
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型
天
候
保
険

（B
a
r
is

h

 B
im

a

 Y
o

jn
a
/

M
a
u

s
a
m

 B
im

a

 

Y
o
jn

a

）
も
提
供
。
こ
れ
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｏ
の
現

地
農
家
へ
の
市
場
調
査
力
と
東
京
海
上
グ

ル
ー
プ
の
保
険
引
受
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

イ
ン
ド
各
地
の
降
水
量
や
温
度
な
ど
の
天
候

リ
ス
ク
を
評
価
し
て
、
革
新
的
な
商
品
開
発

を
実
現
し
た
も
の
で
す
。
天
候
保
険
の
仕
組

み
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
各
州
の
銀
行
・

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
農
家
へ
の
説

明
会
を
重
ね
、
現
在
で
は
年
間
約
１
４
０
万

世
帯
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
で
は
、
今
後
も
保
険

を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
に
マ
イ
ク
ロ
・
イ

ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
や
天
候
保
険
を
提
供
し
、

農
家
の
生
活
基
盤
と
食
糧
の
安
定
供
給
へ
の

貢
献
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

＊IF
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農村への保険金支払いの様子。
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医
療
技
術
の
進
歩
で
平
均
寿
命
が
伸
び
て

い
る
現
代
。
し
か
し
、
健
康
な
ま
ま
長
生
き

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
退
院

後
、
在
宅
療
養
や
リ
ハ
ビ
リ
で
就
業
不
能
と

な
っ
た
り
、
後
遺
症
が
残
り
要
介
護
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
生
じ
る
の
は
、
生
活
へ
の
不
安
。
そ
れ

は
、
従
来
の
医
療
保
険
な
ど
で
は
カ
バ
ー
で

き
な
い
「
保
障
の
空
白
領
域
」
で
し
た
。

東
京
海
上
日
動
あ
ん
し
ん
生
命
は
、
こ
の

空
白
領
域
に
備
え
る
必
要
性
を
広
く
お
伝
え

す
る
た
め
に
、
２
０
０
７
年
か
ら
の
「
お
客

様
を
が
ん
か
ら
お
守
り
す
る
運
動
」
を
さ
ら

に
進
め
、
２
０
１
２
年
11
月
か
ら
「
生
存
保

障
革
命
」
と
し
て
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。
お
客
様
の
退
院
後
の
暮
ら
し
、
生

活
習
慣
病
後
の
就
業
不
能
期
間
や
介
護
に
よ

る
経
済
的
負
担
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

中
で
も
「
メ
デ
ィ
カ
ル
K
i
t 

R
」
は
、

新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
医
療
保
険
で
す
。

将
来
の
健
康
は
不
安
だ
け
ど
、
今
は
元
気

だ
し
、
掛
け
捨
て
は
も
っ
た
い
な
い

—
。

あ
る
調
査
で
は
、
医
療
保
険
へ
の
加
入
を
た

め
ら
わ
れ
る
20
〜
40
代
の
方
が
一
定
数
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
思
い
に
お

応
え
す
る
た
め
生
ま
れ
た
「
メ
デ
ィ
カ
ル

K
i
t 

R
」
は
、
健
康
な
ら
、
お
払
い
込
み

い
た
だ
い
た
保
険
料
を
お
返
し
す
る
保
険
と

し
て
、
2
0
1
3
年
1
月
の
発
売
以
降
、
多

く
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

時
代
や
社
会
課
題
の
変
化
と
と
も
に
生
ま

れ
る
リ
ス
ク
を
広
く
啓
発
し
、
お
客
様
を
お

守
り
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。
社

会
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
こ
れ
は
す
ご
い
」
。
ど
よ
め
き
が
、
1
分
は
続
い
た

で
し
ょ
う
か
。「
生
存
保
障
革
命
」
の
一
つ
で
あ
る

「
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｋ
ｉ
ｔ 

Ｒ
」
を
試
作
段
階
で
消
費
者

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
い
た
時
の
こ
と
で

す
。
そ
の
反
応
に
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

「
将
来
の
備
え
の
た
め
に
必
要
だ
け
ど
、
今
か
ら
医

療
保
険
の
掛
け
金
を
払
い
続
け
る
の
が
つ
ら
い
」

あ
る
30
代
の
方
か
ら
の
ご
意
見
を
聞
い
た
時
、

も
っ
と
積
極
的
に
加
入
で
き
る
保
険
が
あ
る
べ
き
で

は
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
企
画
し
た
こ

の
商
品
は
、
お
客
様
に
将
来
の
健
康
還
付
給
付
金
の

受
け
取
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ご

自
身
の
健
康
増
進
の
励
み
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。
手
前
み
そ
で
す
が
、「
お
客
様
本
位
」
を

大
切
に
す
る
当
社
ら
し
い
画
期
的
な
保
険
で
す
。

私
た
ち
に
は
、「
た
だ
売
れ
る
商
品
を
作
る
」
と
い

う
発
想
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
に
お
客
様
へ
の
思
い

と
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
商
品
が
生
ま
れ
ま

す
。
時
代
や
社
会
の
流
れ
と
と
も
に
変
化
す
る
リ
ス

ク
、
お
客
様
が
気
づ
か
れ
な
い
リ
ス
ク
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
、
保
険
を
通
じ
て
お
客
様
を
支
え
る
こ

と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
、
そ
れ
が
社
会
へ
の
貢

献
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
命
保
険
業
界
の

〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
〟
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
様

の
支
え
と
な
る
商
品
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

ストーリーがなければ
いい保険は生まれない。

保険を通じた社会貢献を。

新
た
な
リ
ス
ク
に
着
目
し
、

現
代
を
生
き
る
お
客
様
に
必
要
な

生
命
保
険
を
ご
提
供
し
ま
す
。

一定年齢までに入院給付金などのお受け取りがない場合、お払

い込みいただいた保険料を全額、健康還付給付金としてお戻し

する医療保険。お受け取りがあった場合でも、差額をお戻しし

ます。その後も加入時の保険料は変わらず、保障は一生涯継続。

保険料負担を抑えつつ、一定年齢までにお払い込みいただいた

保険料をお戻しする業界初（2012 年 12 月あんしん生命調べ）の

医療保険として、多くのお客様にご加入いただいています。

〈 メディカル K i t  R 〉

通院やリハビリなど、今までの「医療保障」と「死亡保障」で

はカバーできない“保障の空白領域”に着目し、使われなかっ

た保険料をお戻しする「メディカル Kit R」をはじめ、介護の

保障も一生涯の「長生き支援終身」、介護や５疾病による就業

不能となった方の治療費や生活費をサポートする「家計保障定

期保険・就業不能保障プラン」など、健康・収入面で安心して暮

らすための保障をご用意しています。

“ 退院してからも暮らしがある”

今を生きる人に必要な生命保険

健康なら、払った保険料が戻ってくる！

新しいカタチの医療保険

〈 生存保障革命 〉

生 命 保 険

東京海上日動あんしん生命保険

企画部 商品室 開発グループ 担当課長

澤 田  正 俊
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私
は
、
保
険
料
を
計
算
す
る
業
務
を
担
当
し
て
い

ま
す
。「
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｋ
ｉ
ｔ 

Ｒ
」
の
商
品
案
を
聞

い
た
時
、
商
品
化
す
る
た
め
の
保
険
料
の
計
算
方
法

が
思
い
浮
か
ば
ず
、
ま
た
、
参
考
に
で
き
る
前
例
も

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
先
の
見
え
な
い
ト
ン
ネ
ル
に

足
を
踏
み
入
れ
て
い
る
よ
う
な
気
分
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
商
品
に
は
「
こ
れ
を
何
と
か
世
に
出
し

て
、
多
く
の
お
客
様
に
ご
案
内
し
た
い
」
と
い
う
、

た
く
さ
ん
の
社
員
の
強
い
情
熱
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
私
も
あ
ん
し
ん
生
命
の
「
保
険
人
」
の
一

人
と
し
て
、「
こ
の
商
品
の
開
発
は
何
と
し
て
も
や

り
遂
げ
る
」
と
い
う
不
退
転
の
決
意
で
さ
ま
ざ
ま
な

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
新
た
な
保
険
料
の
計
算
方

法
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。

「
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｋ
ｉ
ｔ 

Ｒ
」
は
、
社
員
一
丸
と
な
っ

て
、
何
と
か
商
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

保
険
で
す
。

発
売
後
、
多
く
の
お
客
様
か
ら
「
こ
の
よ
う
な
商

品
を
待
っ
て
い
た
」
と
い
う
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
、
今
は
商
品
化
で
き
た
こ
と
に
大

き
な
充
実
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
既
存
の
枠
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
お
客
様
に
ご
支
持
い
た
だ
け

る
あ
ん
し
ん
生
命
の
商
品
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

東京海上日動あんしん生命保険

企画部 課長代理

若 松  俊 之

「保
ほ 　  けん    びと

険人」＊として
既存の枠にとらわれない

商品を提供します。

い　き　い　き　と　働　く　。

3
思
い
を
形
に
で
き
る
よ
う
に
。

「
あ
な
た
で
よ
か
っ
た
」
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
。

＊あんしん生命では、「何としてもお客様をお守りする」という社会的使命感や職業意識を持って保険業に携わる人を「保険人」（当社の造語）と呼んでいます。
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《 育児フルサポート 8つのパッケージ 》
産前・産後休暇、育児休業、短時間勤務、復職支援、

提携託児所の費用補助など、充実のサポート制度。

 

《 JOBリクエスト（Iターン・Uターン異動） 》
地域型従業員を対象に、配偶者の転勤先へ勤務エリ

アを変更できる「I ターン」、キャリアアップのため

に一定期間、勤務エリアを変更する「U ターン」と、

社員が自ら役割や仕事を選択できる社内応募制度。

＊応募者全員にエリア変更が認められるわけではありません。

《 役割チャレンジ制度 》
上司と部下で年数回の面接を実施し、キャリアビ

ジョンや本人の強み・弱みを共有し、本人の成長に

資する役割付与を行う制度。

《 TOKIO MARINE FORUM 》
各職場の代表者を集め、女性のみならず、全社員

が活躍できる企業風土を醸成し、キャリアビジョ

ンや組織力の向上を考える場。講演会なども開催。

女性社員を支える主な仕組み

ダ イ バ ー シ テ ィ

東
京
海
上
日
動
で
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

（
多
様
な
働
き
方
を
支
援
し
、
個
々
の
能
力

を
生
か
す
取
り
組
み
）
の
一
環
と
し
て
、
２
０

０
２
年
以
降
、
女
性
の
活
躍
推
進
へ
の
取
り

組
み
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。

人
事
制
度
の
改
革
を
通
し
て
、
女
性
社
員

の
キ
ャ
リ
ア
意
識
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

２
０
０
６
年
か
ら
は
短
時
間
勤
務
制
度
な

ど
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
す
女
性
社
員

を
支
え
る
制
度
面
の
整
備
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
場
の
改
革
な
く
し
て
女
性
の

真
の
活
躍
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
２
０
０
8
年
に
は
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、

契
約
事
務
、
事
故
時
の
対
応
と
い
っ
た
す
べ

て
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
根
本
的
に
シ
ン
プ

ル
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
、
快
適
な
も
の
と
す
る

「
抜
本
改
革
」
を
実
現
。
業
務
に
お
け
る
新

た
な
時
間
を
創
出
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
例

え
ば
、「
営
業
は
男
性
、
事
務
は
女
性
」
な

ど
、
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ
っ
た
役
割
の

見
直
し
を
行
い
、
個
々
の
強
み
を
生
か
し
た

「
役
割
変
革
」
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
女
性
の
営
業
職
が
大
幅
に
増
加
。

ま
た
、
女
性
役
員
・
リ
ー
ダ
ー
（
部
長
・
課
長

職
）
の
数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
女
性
社
員
一
人
ひ
と
り
が
挑
戦

し
、
活
躍
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
を
広
げ
、「
役

割
変
革
」
を
進
化
さ
せ
な
が
ら
、
組
織
力
の

最
大
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
２
度
、
育
児
休
業
を
取
得
し

ま
し
た
。
休
業
中
も
自
宅
か
ら
メ
ー
ル
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
、
業
務
に
関
し
て
定
期
的
に

連
絡
が
あ
る
な
ど
、
復
職
支
援
制
度
の
お
か

げ
で
職
場
復
帰
が
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。
現
在

は
、「
短
時
間
勤
務
制
度
」
を
利
用
し
て
い

ま
す
。

１
度
目
の
復
職
の
際
に
は
、「
役
割
変
革
」

に
伴
い
、「
お
客
様
や
代
理
店
を
訪
問
す
る

営
業
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
直
接
、
お
客
様

や
代
理
店
と
接
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
で

視
野
も
広
が
り
、
何
気
な
い
会
話
の
中
で
相

手
の
ニ
ー
ズ
を
知
る
機
会
も
生
ま
れ

ま
し
た
。
新
た
な
役
割
に
挑
戦
す
る

こ
と
で
、
私
自
身
の
ス
キ
ル
も
キ
ャ

リ
ア
も
確
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

社
員
を
支
え
る
制
度
が
充
実
し
て

お
り
、
会
社
が
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
に
協
力
し
て
く
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
制
度
を
使

う
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
制
度
を

利
用
し
て
、
よ
り
成
果
に
つ
な
が
る

仕
事
を
し
、
少
し
で
も
社
会
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
社
員
を
支
え
る
人
事
制
度
の
整
備
以

降
、
出
産
な
ど
で
退
社
す
る
女
性
社
員
は
ず

い
ぶ
ん
と
減
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
も

出
産
・
育
児
を
経
験
し
、
仕
事
と
育
児
を
両

立
す
る
た
め
の
環
境
を
整
え
な
が
ら
、
働
い

て
き
ま
し
た
。

今
、
企
業
の
輸
出
入
に
お
け
る
損
害
サ
ー

ビ
ス
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
で
リ
ー
ダ
ー
を

し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
6
割
は
女
性
で

す
。
女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な
気
づ
か

い
な
ど
が
、
損
害
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ
れ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
で
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
出
身
の

メ
ン
バ
ー
も
お
り
、
異
な
る
文
化
で
育
っ
た

メ
ン
バ
ー
も
、
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
社

員
の
働
き
方
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
が
、
女

性
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
優
秀
な
社
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
て
、
力
を
存
分
に

発
揮
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
日
々
の
成

長
が
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
す
。

保
険
と
い
う
形
の
な
い
商
品
を
扱
う
私
た

ち
の
会
社
は
、
人
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

社
員
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
と
働
く
こ
と

で
、
仕
事
を
通
じ
て
社
会
に
役
立
つ
こ
と
が

で
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

東京海上日動火災保険 コマーシャル損害部

国際物流第一グループ グループリーダー

山 下  真 粧 子

東京海上日動火災保険 横浜中央支店

副主事

溝 口  香 織

保 険 会 社は人 間力が大 事 。
いきいきと働くことが

社 会 貢 献につながります。

役 割 変 革を通して
キャリアアップし、

社 会に役 立てる仕 事を。

人
事
制
度
を
改
革
し
、

役
割
変
革
に
挑
み
、

女
性
の
活
躍
を
推
進
。

組
織
力
の
最
大
化
を

目
指
し
ま
す
。
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在
意
義
を
深
く
意
識
し
た
」「
東
京
海
上
グ

ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ

た
」
と
い
う
思
い
を
感
動
の
涙
と
と
も
に
語

り
ま
し
た
。

「
保
険
を
通
じ
て
『
世
の
た
め
人
の
た
め
』

に
お
役
に
立
ち
た
い
」
。
こ
の
思
い
は
、
世

界
の
ど
こ
で
あ
っ
て
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
が
大
切
に
し
た
い

思
い
を
世
界
中
の
社
員
・
ス
タ
ッ
フ
と
共
有

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

現
場
の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

岩
手
県
大
船
渡
市
の
代
理

店
・
株
式
会
社
谷
地
保
険
事

務
所
の
榊
原
昌
宏
社
長
や
東

京
海
上
日
動
仙
台
支
店
社
員

ら
と
の
対
話
で
は
、
震
災
の

混
乱
の
中
で
、
お
客
様
に
保
険
金
を
迅
速
に

お
支
払
い
す
る
た
め
、
復
旧
支
援
や
保
険
金

の
支
払
い
体
制
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
な

ど
に
つ
い
て
、
本
音
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

の
今
村
文
彦
教
授
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
津
波
リ
ス
ク
の
評
価

手
法
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
そ
の

後
、
被
災
地
を
訪
問
。
防
潮
林
に
よ
る
防
災

対
策
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
も
、
い
ま
だ
津

波
の
爪
あ
と
が
残
る
現
場
を
、
参
加
者
は
言

葉
少
な
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

「
1
日
も
早
く
、
被
災
さ
れ
た
方
に
保
険
金

を
お
支
払
い
し
た
い
。
そ
し
て
、
安
心
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
だ
け
で
し
た
」

榊
原
社
長
の
言
葉
は
、
あ
の
日
、
あ
の
時
、

代
理
店
と
全
社
員
が
共
有
し
て
い
た
思
い
で

す
。
混
乱
の
中
、
代
理
店
と
社
員
が
一
体
と

な
っ
て
、
2
カ
月
で
多
く
の
お
支
払
い
を
で

き
た
こ
と
に
、
参
加
者
は
「
保
険
会
社
の
存

東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
保
険
グ
ル
ー
プ
を
目
指
し
、
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
世
界
各
地
の
グ
ル
ー
プ

会
社
ス
タ
ッ
フ
は
約
3
万
人
に
な
り
ま
す
。

海
外
で
事
業
展
開
す
る
中
で
重
要
と
な
る

の
は
、
世
界
中
の
メ
ン
バ
ー
と
企
業
理
念
や

共
通
の
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
２
０
１
２
年
か
ら
海
外
の

経
営
幹
部
を
養
成
す
る
「
シ
ニ
ア
・
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
3
月
に
日
本
で
行
っ
た
研
修

に
は
、
米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
社
、
デ
ル

フ
ァ
イ
社
、
英
国
キ
ル
ン
社
な
ど
、
世
界
各

地
か
ら
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

5
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
東
京
海

上
グ
ル
ー
プ
の
企
業
理
念
を
深
く
理
解
す
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
た
の
が
「
東
北
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
で
す
。
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
あ
る
東
京
海
上
日

動
の
代
理
店
や
社
員
か
ら
震
災
当
時
の
話
を

聞
き
、
議
論
を
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の

東 北セッション

東京海上日動の代理店である同社

とのセッションでは、榊原昌宏社

長から、事務所が倒壊する中、震

災後 2カ月弱で保険金のお支払い

を終えるまでの状況をお話しいた

だきました。

谷 地 保 険 事 務 所
（岩手県大船渡市）

10m を超える津波が押し寄せた荒浜地区を中心

に視察。住宅が流されたあと、なぎ倒されたまま

の木々など、死者数百人が確認された当時の壊

滅的な状態がうかがえる光景に、言葉少なく見

つめる参加者の姿が印象的でした。

仙 台 平 野 視 察
（宮城県仙台市若林区）

震 災 当 時 に 在 籍 し て い た 社 員 か

ら、震災時におけるオフィスの復

旧、保険金支払い体制の整備、代

理店への支援などについて発表し

た後、有事におけるマネジメント

のあり方などについての活発な質

疑応答・意見交換が行われました。

東 京 海 上日動
仙 台 支 店

（宮城県仙台市）

日本の災害科学研究の第一人者で

ある今村文彦教授より、津波の解

析データ、浸水範囲などを踏まえ、

地震・津波リスク評価実施による

予防防災・減災・免災システムにつ

いて講義していただきました。

東 北 大 学  
災 害 科 学 国 際 研 究 所

（宮城県仙台市）

被
災
地
訪
問
を
通
じ
て
、

「
世
の
た
め
人
の
た
め
」
の
精
神
を

グ
ロ
ー
バ
ル
で
共
有
し
て
い
ま
す
。
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今もがれきが残り荒涼としている仙台市・荒浜海岸。あの日、荒浜を襲った津波は、

犠牲者慰霊のために建立された荒浜観音像の高さ以上になるものもありました。

東北への訪問を実施いただき感謝している。この悲しみの

深さや被害の大きさは、実際に被災地を見て、被災された

方のお話を聞かなければ理解することはできなかった。

谷地保険事務所・榊原社長のプレゼンは心を揺さぶるもの

であった。私に、「我々の会社は何のために存在している

のか」という問いを思い出させてくれた。この経験やメッ

セージを、自分の会社に持ち帰り伝えたい。

 

ご自身も家族・親戚・友人を亡くしているにもかかわらず、

何よりもお客様のために行動していた現場の皆さんの姿

勢が衝撃的だった。あのような状況であっても、皆が強

い使命感と目的を共有していた。

 

 

上からの指示や、誰かに期待されているからではなく、

「正しい行いをする」という、皆さん自身の中から湧き出

る思いで行動していたことが深く心に残った。

我々の仕事は、人々の人生や生活を変えるものである。

我々は被災地や人々の復興に経済的に大きな影響を与え、

子どもたちに将来の希望を与えることができる。それは、

我々が保険業界として、会社として行う「Good」、すな

わち、よい行いである。

今回感じたことを、私は生涯、語り続けるだろう。皆さ

んが、非常に困難な状況の中で成し遂げたことに、心か

ら感動した。今、ここにいる参加者が感じているのと同

じように、このできごとから多くのことを学ばないとい

けない。東京海上グループ全体として、この気づきを日々

の行動・業務に生かしていきたい。

これ以上ないくらいの経験、一生忘れられない経験をさ

せていただき、感謝している。東北では、「人々に少しで

もお役に立ちたい」という使命を持ち、自身も悲劇的な

状況の中でお客様を救った代理店の方にお会いし、お話

を聞くことができた。

本　業　の　、　そ　の　先　。

4
日
本
で
、
世
界
各
地
で
。

広
が
り
続
け
る

本
業
の
先
の
社
会
貢
献
。

シニア・グローバルリーダー研 修 　「 東 北セッション」参 加 者コメント



ベトナム　ハイフォン市ティエンラン

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
活
動
は

地
球
の
未
来
に
か
け
る
保
険
。

人
々
の
生
き
る
力
を
育
む
活
動
は

世
界
各
地
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
環
境
に
関
す
る
こ
と
で
長
く
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
」
と
い
う
社
員
の
声
か
ら
始
ま
っ
た
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
の
植
林
活
動
は
、
今
年
で
15
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
ふ
だ
ん
の
植
林
は
N
G
O
と
現
地
の
人
々
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
年
に
一
度
、
世
界
各

地
か
ら
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
の
社
員
、
代
理
店
や
そ

の
家
族
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
植
林
活
動
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

活
動
を
始
め
て
以
来
、
私
た
ち
は
「
地
球
温
暖
化

の
防
止
・
軽
減
」
や
生
き
も
の
た
ち
の
「
命
の
ゆ
り

か
ご
」
と
し
て
の
役
割
な
ど
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
森

の
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
４
年
に
発
生
し
た
イ
ン
ド
洋
大
津
波
で
は
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
「
み
ど
り
の
防
波
堤
」
と
な
り
、

人
々
の
生
活
を
守
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
経

済
効
果
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の

森
に
は
魚
や
小
動
物
が
集
ま
り
、
豊
か
な
生
態
系
が

生
ま
れ
ま
す
。
魚
が
増
え
れ
ば
漁
を
し
収
入
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
森
林
・
水
産
資
源
に
乏
し
か
っ
た

土
地
は
植
林
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
り
、
人
々
の
暮
ら

し
を
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
現
地
の
人
々

か
ら
「
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ

ら
れ
る
た
び
に
、
植
林
活
動
の〝

そ
の
先〟

を
考
え
る

こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

 

「
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
を
1
0
0
年
続
け
る
こ

と
」
。
こ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
東
京
海
上
日
動
は

実
践
し
て
い
き
ま
す
。

世界中で広がる植林活動。
現地 NGOと協働しています。

東京海上日動は、1999 年からマングローブ植林事業

を開始しました。現在は NGO であるマングローブ植

林行動計画（ACTMANG)、公益財団法人オイスカ、

国際マングローブ生態系協会（ISME）をパートナー

として、各国で植林活動に取り組んでいます。

植林活動実施国：インドネシア、タイ、フィリピン、マレー

シア、ミャンマー、ベトナム、インド、バングラデシュ、フィ

ジー（順不同）

マングローブ 植 林 事 業
マ ン グ ロ ー ブ 植 林 活 動

マングローブは、二酸化炭素（CO 2）を吸収し、

炭素を蓄えて酸素を排出する作用が旺盛で、

地球温暖化防止に効果があるといわれています。

＊ CO 2 吸収・固定量の算定は、第三者機関

（新日本サステナビリティ株式会社）による検証を受けています。

B e f o r e :  1 9 9 9

ベトナム北部の港湾都市・ハイフォン市のティエン

ランにはかつて、大きなマングローブの森がありま

したが、森林伐採などで「みどりの防波堤」が消え、

人々は台風や高波による水害に悩まされていました。

森がなくなり、
水 害が多 発していました。

東京海上日動では、現地の植林実施団体とともに

1999 年から植林活動を開始。小さな苗は、現在では

大きな海の森となりました。豊かな森を取り戻すた

め、これからも植林を続けていきます。

大きな海の森が広がりました。

A f t e r :  2 0 1 0

2 0 1 2 年

7 , 9 9 3  h a

8 4 , 0 0 0 t - C O 2

2 0 1 0 年

6 , 8 2 3  h a

5 8 , 0 0 0 t - C O 22 0 0 7 年

4 , 9 5 5  h a

2 9 , 0 0 0 t - C O 22 0 0 3 年

3 , 4 4 3  h a

1 , 9 0 0 t - C O 2

マングローブ植林面積 

▲

マングローブによる

▲

CO2 吸収・固定量（＊）  　

2 62 7
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２
０
０
５
年
に
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
に
よ

る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
」
の
冬
季
世
界
大
会
が
長
野
県
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
、
東
京
海
上
日
動
長
野
支
店
が
大
会
開
催

を
支
援
し
、
多
く
の
社
員
が
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
。
以
来
、
東
京
海
上
日
動
で
は
（
公
財
）
ス
ペ

シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
の
「
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
互
い
の
違
い
を
理
解
し
尊
重
し
認

め
合
う
こ
と
で
、
共
に
育
ち
、
共
に
生
き
る
社
会
を
実

現
す
る
」
と
い
う
考
え
に
共
感
し
、
公
式
ス
ポ
ン
サ
ー

と
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
冬
季
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ゲ
ー
ム
・
福
島
に
は
、
福
島
県
に
勤
務
す
る
社
員

を
中
心
に
延
べ
70
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
運
営

サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
は
、
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
を

持
つ
方
々
が
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
今
後
も

支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

日
ご
ろ
よ
り
、
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
社
員

の
皆
様
に
は
、
あ
た
た
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

「
エ
ー
ル
募
金
」
の
ミ
サ
ン
ガ
作
り
、
そ
し
て
、

東
京
海
上
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
定
期
演
奏
会
で
の
募
金
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
サ
ポ
ー
ト
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
の
笑
顔
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
は
、
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
生
き
が

い
を
感
じ
、
彼
ら
の
生
活
の
質
を
豊
か
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
応
援
し
て
い
た
は
ず
の
人

ま
で
元
気
づ
け
ら
れ
る
活
動
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

２
０
１
４
年
に
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
は
設
立

20
周
年
を
迎
え
、
福
岡
県
に
て

夏
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ス
ペ

シ

ャ

ル

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

ス
・

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
さ
ら
な
る
拡

大
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
多

く
の
方
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
社
会
を
目
指
し

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ス ペ シ ャ ル オ リ ン ピ ッ ク ス 支 援

応 援する人も、される人も
元 気づけられる活 動です。

共に支え合う社 会のために。

スポーツを通じて
知 的 障がい者の自立と

社 会 参 加を応 援しています。
福島での冬季ナショナル

ゲームに参加しました。ボ

ランティアでは役割は付与

されますが、そのやり方は

一任されることが多いため、

自らアスリートのことを思

い、考えて行動します。アスリートの方々が笑顔

で、一生懸命に競 技に取り組む姿を見て、少しで

も役に立てたかなと思うとうれしくなりました。

先日、自分の家族がボランティアの方のお世話

になった時、感謝の気持ちで一杯になりました。

お互いが支え合う社会は本当に素晴らしいと実感

しました。近年、社内でも社会貢献への意識が高

まっています。私も今まで以上に社会貢献活動に

参加していきたいと強く思います。

知的障がい者のスポーツトレーニングとその成果

の発表の場である競技会を年間を通じ提供する国

際的スポーツ組織。4年ごとの夏季・冬季の世界大

会をはじめ、国内大会も開催しています。運営は

ボランティアと善意の寄付により行われています。

元マラソンランナー

（公財）スペシャルオリンピックス日本 理事長

有 森  裕 子さん

1966 年岡山県生まれ。バルセロナ、アトラ

ンタオリンピックの女子マラソンで 2 大会

連続メダル獲得。2007 年に現役引退後、ス

ポーツの世界を中心に幅広く活躍中。

アスリートを支える「エール募金」に募金した方には、アスリートと

募金者（＝支援者）をつなぐミサンガが届けられます。東京海上グ

ループでは社員がボランティアでミサンガ作りに参加。2013 年 3 月 11

日にはミサンガを入れる封筒に応援メッセージを書いて、東日本大震

災被災地のアスリートへ届けました。

S P E C I A L  O L Y M P I C S

写真提供：スペシャルオリンピックス日本（右上・下）

松本 研太郎 
東京海上日動火災保険 

福島自動車営業部 課長代理



テ
ー
マ
は
「
青
少
年
育
成
」

「
安
心
と
安
全
」「
地
球
環
境
保
護
」。

海
外
で
も
積
極
的
に

地
域
・
社
会
貢
献
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

海 外 の 地 域 ・ 社 会 貢 献 活 動
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
で
は
、
現
在
、
世
界

37
の
国
と
地
域
、
4
5
6
都
市
で
損
害
保

険
、
生
命
保
険
、
金
融
・
一
般
事
業
を
幅
広

く
展
開
し
、
お
客
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

海
外
グ
ル
ー
プ
会
社
は
い
ず
れ
も
、
東
京

海
上
グ
ル
ー
プ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
共
通
の
価
値

観
）
を
共
有
し
な
が
ら
、
各
地
の
特
性
に
合

わ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
の
地
域
・
社
会
貢

献
活
動
は
、「
青
少
年
育
成
」「
安
心
と
安

全
」「
地
球
環
境
保
護
」
の
３
つ
を
テ
ー

マ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
の
も

と
、
社
員
の
主
体
的
な
参
加
と
、
地
域
・

社
会
貢
献
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
を
重
視

し
な
が
ら
、
世
界
各
地
で
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
・
社
会
の
一
員
と
し

て
、
異
な
る
国
や
地
域
の
文
化
、
習
慣
の

多
様
性
を
尊
重
し
、
時
代
の
要
請
に
応
え

る
地
域
・
社
会
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

入院しているお子さんと
そのご家族への支援活動

創業 50 周年記念行事の一環として、自宅以外

での病気療養が必要となった子どもや、その

家族が滞在できる施設を提供する団体「Ronald 

McDonald House Charities」を支 援するチャリ

ティイベントを実施。331 名の社員が、ハウスに

滞在する家族への食事の提供や自動車の洗車、

ジェット機の牽引・収集活動など、自ら企画し

た楽しいイベントによる募金活動をはじめとす

る、550 時間のボランティア活動に従事。集め

られた約 41 万ドルの寄付金は、60 カ所のハウ

スの運営資金として役立てられています。

米国
Ph i l a d e lp h i a I n s u r a n c e Com pa n ie s

英国
K i l n G r o up

ストリートチルドレンの通学支援

創業 50 周年を記念し、アフリカ・シエラレオネ

に 5 万人近くいるとされるストリートチルドレ

ンが、学校に通えることを目指したチャリティ

マラソン「シエラレオネ・マラソン」の公式ス

ポンサーに。CFO（最高財務責任者）を含む

20 名の社員がマラソンに出場し、チーム合計

で 10 万ポンド以上の寄付を集めました。また、

東京海上ホールディングスからは、ハーフマラ

ソンの優勝商品として郊外の村への小学校建設

を支援しました。
米国

To k io M a r i n e M a n a g e m e nt

公立小学校の修繕をお手伝い

シカゴの公立学校を支援する「Chicago Cares 

Serve-a-thon」に参加。同社シカゴ事務所の 12

名の社員とその家族、友人が参加し、地元住民

とともに小学校の壁のペンキ塗りや校庭の補修

などを行いました。

シンガポール
To k io M a r i n e A s i a

地球環境保護イベントに参加

環境NGO世界自然保護基金（WWF）が主催する「Earth 

Hour」は、世界中の人々が同じ日、同じ時刻に電気を消

し、地球環境保護を考える世界最大規模のイベントで、

2013年は 3 月 23 日に行われました。シンガポールでは

東京海上グループから30人の社員が参加し、「発電パッ

ド」の上でダンスを披露。発電された電力を使い、会場

内の大型スクリーンで映画が上映されました。また、香

港では、3年前からEarth Hourの准スポンサーである現

地事務所が、日本人学校にWWFのスタッフを招き、300

人以上の生徒に向けて地球温暖化についての環境授業

やEarth HourのPRを行いました。

米国
Fi r s t  I n s u r a n c e Co mp a n y

o f  H a w a i i

地域・社会貢献イベントに積極参加

地元地域への感謝をこめて「Inspiring by Example」

キャンペーンを実施。1 年で 100 以上ある地域・社会

貢献イベントに全社員 317 人が年間で 1 回以上参加

するという目標を掲げ、達成しました。

交通事故をなくすために

オフィスの近くにある台北市中正国民小学校を

2005 年から支援。25 名の社員が 1 週間交代で、

昼休みに子どもたちが交差点を安全に横断でき

るように誘導。また、飲酒運転が社会的な問題

になっていることから、2012 年 7 月よりチャリ

ティイベント「no drink-and-drive」を開始。全

社員でアイデアを出し合い、ラジオや動画の放

送、ポスターの掲示などを行って、飲酒運転撲

滅のための啓発活動に参加しています。

台湾
To k io M a r i n e N e w a I n s u r a n c e

3 1 3 0



人
を
思
い
、

社
会
に
貢
献
し
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

2013 年 6 月

東京海上ホールディングス株式会社

取締役社長

近年、世界各地において、地震・津波、台風などの自然災

害が多発しています。2011年には東日本大震災やタイの洪

水といった大災害が発生しましたが、昨年も、米国でハリ

ケーン・サンディが甚大な被害をもたらしました。当社はグ

ループを挙げて保険金のお支払いなどに取り組んでまいり

ましたが、これらの経験を通じ、多くの社員が保険事業の

社会的意義を改めて認識いたしました。

当社は、これら自然災害リスクへの対応をはじめ、少子高

齢化や交通事故を含む広範な社会課題と向き合い、保険会

社として社会に貢献してまいります。例えば、東京海上日動

の「１日自動車保険（ちょいのり保険）」は無保険運転事故

を減らすことにつながる保険です。あんしん生命の「メディ

カル Kit R」は、若年層のお客様にも医療保険の普及を促す

ことにつながる商品です。また、東京海上日動の「災害早

期復旧サービス」は、罹災後の設備修復により事業所の操

業中断の短縮を図ることができるサービスです。このような

商品やサービスは、いずれも、「人を思い、社会に貢献する

こと」を原点として生まれたものです。このほか、東日本大

震災の経験をふまえ、産学連携による地震・津波リスクの

実践的研究や社員ボランティアによる「ぼうさい授業」の

展開など、社会の防災・減災に貢献できるような具体的な

アクションを行っています。

また、地球温暖化の対策では、長期的なコミットメントと

して、「1999年から始めたマングローブ植林プロジェクト

を100年続けること」を約束し、植林を継続しています。こ

れまでアジアを中心に植林してきたマングローブ林は、実

に約8,000 ヘクタール（100メートル幅で東京−岡山間に匹

敵する距離）の規模にまで達しています。

東京海上グループでは、これからもさまざまなステーク

ホルダーの皆様との対話や協働のもと、世界各地において

社会的課題に向けて取り組み、持続可能な社会の実現に向

けて努力してまいります。引き続きご支援を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。

3 2

※防災クリアファイルは紙媒体のみの付録となります。
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